
 1 

４－２ 行動科学 

 

研究・教育活動の概要と特色 

1983 年に設置された行動科学研究室は、①社会学をはじめ、心理学・言語学・

人類学・政治学・経済学など多くの専門分野と対象領域を共有すること、②人

間行動や社会現象の解明に科学的方法、とりわけ数理的・計量的方法を適用す

ること、の 2 点を掲げ研究・教育を実践してきた。過去 5 年に関しては、グロ

ーバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研究拠点の世界的展開」（2008

年度～2012 年度）、「学校生活と社会に対する高校生の意識―第 1 回～第 4 回

調査」（2009 年度～2012 年度）、「現代日本の階層状況の解明―ミクロ－マク

ロ連結からのアプローチ」（2008 年度～2010 年度）、「グローバリゼーション

の進展に伴う労働市場構造の再編成と雇用・生活リスクの変動に関する融合的

研究」（2011 年度～2012 年度）、「移動レジームの動態に着目した社会階層と

雇用・生活リスクの融合的研究」（2012 年度～）、「反外国人意識形成メカニ

ズムに対するミクスドメソッド研究」（2013 年度～）など、本研究室が推進し

てきた行動科学的手法をより広く適用、発信する機会に恵まれた。  

 上記の調査研究プロジェクト等を通じて、教員はじめ、大学院生や学生は、

社会階層、階層意識、外国人住民に対する意識、教育など、さまざまな社会事

象に数理･計量的アプローチを試みている。数理・計量的研究の専門家を揃えた

講座の研究・教育体制は全国的にも高い評価を得ており、本研究室の創設者で

ある西田春彦教授の描いた「東北に数理・計量社会学のメッカを作る」という

夢が現実のものとなりつつある。  

 なお、2011 年 4 月に永吉希久子が准教授として就任した。2014 年 10 月に、

川嶋伸佳助教が京都文教大学に専任講師として転出した。また、2015 年 4 月に

大井慈郎が助教として就任した。  

 

Ⅰ 組織 

１ 教員数（2015 年 5 月 20 日現在） 

教授：2 
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准教授：2 

講師：  0 

助教：  1 

教授： 佐藤嘉倫、木村邦博 

准教授：  浜田  宏、永吉希久子 

助教： 大井慈郎 

 

２ 在学生数（2015 年 5 月 20 日現在） 

学部 

（2 年次以上） 

学部 

研究生 

大学院博士 

前期 

大学院博士 

後期 

大学院 

研究生 

48 8 14 5 1 

 

３ 修了生・卒業生数（2010～2015 年度） 

年度 学部卒業者 
大学院博士課程 

前期修了者 

大学院博士課程 

後期修了者 

（含満期退学者） 

10 11 5 0 

11 12 4 2 

12 13 3 5（内満期退学者 2） 

13 11 3 3 

14 17 2 1 

計 64 17 11 

                

Ⅱ 過去 5 年間の組織としての研究・教育活動（2010～2014 年度） 

１ 博士学位授与 

１− １ 課程博士・論文博士授与件数 

年度 課程博士授与件数 論文博士授与件数 計 

10 0 0 0 
11  2 0 2 
12 3 0 3 
13 3 0 3 
14 2 1 3 
計 8 0 11  

 



 3 

１− ２ 博士論文提出者氏名、年度、題目、審査委員 

   塩谷芳也、2011 年度、『職業威信尺度と階層的地位志向―ミクロな個々人

が持つ職業的地位認知に着目して―』 

    審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、教授・正村俊 

之、准教授・浜田宏 

林雅秀、2011 年度、『社会関係が森林管理行動に与える影響』  

    審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、教授・長谷川  

公一、准教授・浜田宏、准教授・永吉希久子  

チハヤ ダ シルヴァ ギリエルメ ケンジ、2012 年度、『Assortative 

Mating in 20th Century China: The Cultural Revolution, Social 

Transformation and Placement in Marriage Markets』  

審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、准教授・下夷  

美幸、准教授・浜田宏、准教授・永吉希久子  

余田翔平、2012 年度、『家族構造と不平等の形成――ひとり親世帯出身者

のライフコースに関する計量的研究』  

審査委員：教授・木村邦博（主査）、教授・佐藤嘉倫、教授・下夷美

幸、准教授・浜田宏、准教授・永吉希久子、准教授・辻本昌弘  

伊佐（門間）由記子、2012 年度、『地域コミュニティとしての商店街――

ソーシャル・キャピタルの視点から』  

審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、教授・長谷川

公一、准教授・浜田宏、准教授・永吉希久子  

Md．Shahidul Islam Sarker、2013 年度、『The Impact of Socio-Cultural Factors 

on Dropout Rates for Girls at the Secondary School Level in Bangladesh』  

審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、教授・下夷美

幸、准教授・浜田宏、准教授・永吉希久子  

稲垣佑典、2013 年度、『信頼生成過程の検討による「信頼の解き放ち理論」

再考―個人と地域コミュニティとの関係性に着目して―』  

審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、准教授・浜田

宏、准教授・永吉希久子、准教授・辻本昌弘  

吉良洋輔、2013 年度、『複数均衡としての社会規範―繰り返しゲームにお

ける均衡精緻化と協力行動―』  

審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、准教授・浜田
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宏、准教授・永吉希久子、准教授・辻本昌弘  

大林真也、2014 年度、『流動的関係における協力と集団変化の動的メカ

ニズムの解明』  

審査委員：教授・佐藤嘉倫（主査）、教授・木村邦博、准教授・浜田

宏、准教授・永吉希久子、准教授・辻本昌弘 

 

２ 大学院生等による論文発表 

２− １ 論文数 

年

度 

審査制学術誌 

（学会誌等） 

非審査制誌 

（紀要等） 

論文集 

（単行本） 
その他 計 

10 9 1 7 2 19  
11  14  3 6 8 31  
12 6 4 0 1 11  
13 2 0 0 1 3 
14 4 1 3 3 11  
15 4 0 0 0 4 
計  33  8 16  15  72  

＊ 2 0 1 5 年 度 は 5 月 2 0 ま で の 数 字 。 た だ し 、 以 後 の 掲 載 が 決 定 し て い る も の も 含 む 。  

＊ 2 0 1 1 年 度 ま で は 研 究 室 所 属 の 研 究 員 等 を 含 む 。  

 

２− ２ 口頭発表数 

年度 国際学会 国内学会 研究会 その他 計 

10 17  12  2 0 31  
11  2 20  5 0 27  
12 12  14  9 0 35  
13 7 8 2 0 17  
14 11  10  4 2 27  
15 0 0 0 0 0 
計  47  54  20  0 121 

＊ 2 0 1 4 年 度 は 7 月 末 ま で の 数 字 。 た だ し 、 以 後 の 発 表 が 決 定 し て い る も の も 含 む 。  

＊ 2 0 1 1 年 度 ま で は 研 究 室 所 属 の 研 究 員 等 を 含 む 。  

 

２− ３ 上記の大学院生等による論文・口頭発表の中の主要業績 

（１）論文 

［朝岡誠］（2005.4～2014.3） 
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＊朝岡誠、「ワンステップ内で伝わる評判の効果」『理論と方法』26 巻 1

号、pp. 17-29 頁、2011 年 . 

［安達智史］（2010.4～2011.6）  

＊安達智史、「ブリティシュネスの解体と再想像―ポスト権限委譲における

ナショナルおよびサブナショナル・アイデンティティ」『社会学年報』、

39 号、pp51-62、2010 年  

＊安達智史、「新労働党の『テロリズム防止』政策の批判的検討—ポスト･

テロ時代の社会統合について」『フォーラム現代社会学』10 号、  

pp135-147、2011 年  

＊安達智史、「フランスとイギリスにおける社会統合の比較―伝統・政治・

実践に着目して」『コロキウム』6 号、pp.74-92、2011 年  

＊安達智史、「グローバル化時代における社会統合政策について―フラン

スとイギリスのスカーフ論争の比較を通して」『社会学研究』89 号、

pp.85-109、2011 年   

Adachi, Satoshi, “Reflexive Modernity and Young Muslims: Identity 

Management in a Diverse Area in the UK,” in Kimura Kunihiro ed., 

Minorities and Diversity, Australia: Trans Pacific Press, 83-99, 2011. 

［井出知之］（2007.4～2012.3）  

＊井出知之、「社会階層論における政治意識―社会構造と政治変動」『選挙

研究』27 巻 1 号、pp.72-84、2011 年  

井出知之・村瀬洋一、「第 7 章 社会階層と政治関与―社会的地位の効果

は否定できるか」盛山和夫・片瀬一男・神林博史・三輪哲編『日本の

社会階層とそのメカニズム』白桃書房、pp.185-224、2011 年  

［稲垣佑典］（2007.4～2013.3）  

稲垣佑典、「社会ネットワーク的アプローチによる転職と階層構造の分析」

『現代日本の階層状況の解明―ミクロ－マクロ連結からのアプローチ

― 第１分冊 社会階層･社会移動』 科学研究費補助金 基盤研究

(A) 研究成果報告書 (課題研究番号 :20243029)、pp.211-222、2011 年  

＊稲垣佑典、「「絆」は復旧を促進したか――東日本大震災後の地域復旧と

ソーシャル・キャピタルの関係」、『文化』、第 76 巻  第 1・2 号、pp.78-98、

2012 年  

Inagaki, Yusuke “The Power of Kizuna: Did Social Capital Promote Recovery 
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from the Great East Japan Earthquake?” , CSSI Working Paper Series, 

pp.1-8, 2012. 

［大林真也]（2010.4～2015.3） 

＊大林真也、「流動的集団における助け合いのメカニズム：経験的研究と数

理的研究によるアプローチ」『社会学評論』、64(2): 240-56, 2013. 

＊Kandori, Michihiro and Obayashi Shinya, 2014, “Labor Union Members Play an 

OLG Repeated Game,” Proceedings of the National Academic Science 

111(supplement3): 10802-9 

吉良洋輔・大林真也、 2014、「第 2 章 被災地における利他的活動はどう

だったか：調査結果に見る仙台市民のボランティア活動・節電行動」、

河村和徳著『東日本大震災と地方自治：復旧・復興における人々の意

識と行政の課題』ぎょうせい、pp. 34-49. 

大林真也（訳）、2014、「第 6 章 コールマン『社会理論・社会調査・行

為の理論』」佐藤嘉倫・小林盾編『リーディングス合理的選択理論─

─家族・組織・環境問題』勁草書房、ページ未定（2014 年 10 月刊行

予定）  

大林真也「集団の拡大による集合財の自発的供給：集団評判効果の導入」

『理論と方法』、2015（印刷中）  

大林真也「集団評判効果を通じた協力的制度の発生：東京管理職ユニオン

の事例から」『理論と方法』、2015（印刷中）  

大林真也「数理モデルによる経験的な社会現象の説明」『理論と方法』、

2015（印刷中）  

［金澤悠介］（2005.4～2013.3） 

ケン・ビンモア著、海野道郎・金澤悠介（訳）、『ゲーム理論（一冊でわ

かる）』岩波書店、（原著 Binmore, Ken. 2007. Game Theory: A Very 

Short Introduction. Oxford University Press.）、2010 年  

金澤悠介、「第 12 章 2 つの質的変数の関連を見るⅡ：関連係数」廣瀬毅

士・寺島拓幸（共編著）、『社会調査のための統計データ分析』オー

ム社、2010 年  

＊椎名久美子・當山明華・デメジャン・アドレット・木村拓也・吉村宰・倉

元直樹・金澤悠介、「個別大学のアドミッションセンターで入試研究

を行う上での問題点の認識及び解決策の共有化について (2) ―  平成
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20～21 年度『個別大学アドミッションセンター教員を中心とする大学

入試研究会発表要旨集』」『大学入試センター研究紀要』、39 号、2010

年  

＊金澤悠介・倉元直樹・小山田信子・吉沢豊予子、「看護系大学の量的拡大

に伴う大学入試設計の問題」『東北大学高等教育開発推進センター紀

要』5 号、2010 年  

＊金澤悠介・倉元直樹・小山田信子・吉沢豊予子、「看護系大学の入試構造

に見る高大接続問題」『大学入試研究ジャーナル』、21 巻、49-57、

2011 年  

＊金澤悠介・朝岡誠・堀内史朗・関口卓也・中井豊、「エージェント・ベー

スト・モデルの方法と社会学におけるその展開」『理論と方法』、20

巻、pp.149-159、2011 年  

  山口和範・金澤悠介．2011．「社会情報教育研究センターによる全カリオ

ンデマンド授業」 『大学教育フォーラム』16：61-63．  

 金澤悠介、「Column 岩手県 暮らしと人間関係のアンケート」金井雅

之・小林盾・渡邉大輔（編）『社会調査の応用－量的調査編：社会調

査士 E・G 科目対応』弘文堂、2012 年  

＊塩谷芳也・金澤悠介・浜田宏、「ビネット調査による階層帰属メカニズム

の検討」『理論と方法』、7: 243-258、2012 年  

［鎌田拓馬］（2012.4～）  

鎌田拓馬  (訳). 第 2 章  シェリング「人種乖離のダイナミックモデル」. 佐

藤嘉倫・小林盾編 . 『リーディングス合理的選択論——家族・組織・

環境問題』 . 勁草書房 .、ページ未定（2014 年 10 月刊行予定）   

＊Takuma Kamada and Hajime Katayama. “Team Performance and Within-team 

Salary Disparity: an Analysis of Nippon Baseball,” Economics Bulletin, 

34(1), 144-151, 2014 

［川嶋伸佳］（2011.4～2012.3）  

＊川嶋伸佳・大渕憲一・熊谷智博・浅井暢子、「社会的不平等とミクロ公正

感：不公正感受性の効果」『法と心理』、11 巻、pp.47-57、2011 年  

Kawashima, N, “Social Inequality and Sense of Fairness in Japan: Multi-Level 

Sense of Fairness, Social Ideals and Rationalization Mechanisms,” 

K.Ohbuchi and N. Asai eds. Inequality, Discrimination, and Conflict in 
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Japan: Ways to Social Justice and Cooperation. Melbourne: Transpacific 

Press，pp.22-40，2011. 

＊川嶋伸佳・大渕憲一・熊谷智博・浅井暢子、「多元的公正感と抗議行動：

社会不変信念、社会的効力感、変革コストの影響」『社会心理学研究』、

27 巻、pp.63-74、2012 年  

［吉良洋輔］（2009.4～2014.3） 

河村和徳・吉良洋輔 ,「第 1 章 交渉参加・合併枠組みと市町村合併」河村

和徳著『市町村合併をめぐる政治意識と地方選挙』、木鐸社、2010 年  

＊吉良洋輔・河村和徳 ,「ゲーム理論による市町村合併定式化の試み」『公共

選択の研究』、56 号、pp.31-47、2011 年  

＊吉良洋輔、「なぜコミュニケーションは社会的ジレンマを解決させるのか？

―繰り返し N 人囚人のジレンマの均衡精緻化―」『理論と方法』、53

号、  pp.107-124、2013 

［Sarker, MD. Shahidul Islam］（2007.4～2014.3）  

＊Shahidul, S.M. “Household Decision-Making Process: It’s effect on School  

Dropout Behavior for Girls in the Secondary School Level in 

Bangladesh,”  International Education Studies, Vol 6, No 1, 132-141, 2012 

＊S.M. Shahidul, “Marriage Market and an Effect on Girls’  School Dropout in 

Bangladesh,”Journal of Alternative Perspectives in the Social Sciences, 

Vol 4, No 2, 552-564, 2012 

［塩谷芳也］（2005.4～2011.9）  

＊塩谷芳也、「職業的地位の構成イメージと地位志向―職業の社会的地位の

全体像に関する認知に着目して」『理論と方法』、47 号、pp.65-79、

2010 年  

＊塩谷芳也、「高校生の性行動とセルフ・エスティーム」『社会学研究』、

88 号、1-26、2010 年  

Shiotani, Yoshiya “The Effect of Social Stratification Image on Status 

Orientation,” Studies of Social Stratification in Contemporary Japan: From 

the Perspective of Micro-Macro Linkages 3 Social Consciousness and 

lifestyle, The 2005 SSM Research Committee: 75-89, 2011 

Shiotani, Yoshiya “Invisible Inequality: Occupational Prestige,” Ken-ichi 

Ohbuchi and Nobuko Asai (Eds.) Inequality, Discrimination, and Conflict 
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in Japan: Ways to Social Justice and Cooperation, Melbourne, Transpacific 

Press: 65-84, 2011. 

［鈴木伸生］（2009.4～）  

 鈴木伸生、「大卒就職における OB 利用の効果と機会格差」『東京大学社

会科学研究所  パネル調査プロジェクト ディスカッションペーパー

シリーズ』No.40、pp.1-11、2011 年  

鈴木伸生、「書評『ソーシャル・キャピタル入門――孤立から絆へ』稲葉

陽二著、中央公論新社」『理論と方法』  28 巻 2 号、2013 年  

鈴木伸生（訳）、「第 1 章『人的資本，努力，性別役割分業』（原著 Gary 

S. Becker. 1985. “Human Capital, Effort, and the Sexual Division of 

Labor.” Journal of Labor Economics 3(1):33-58.）」佐藤嘉倫・小林盾・

金井雅之編『リーディングス合理的選択理論──家族・組織・環境問

題』勁草書房、2014 年  

鈴木伸生「地位達成において社会ネットワークの格差は存在するのか？―

大卒就職における OB へのアクセスとその効果―」『社会学研究』96

号（印刷中），東北社会学研究会，2015．  

［Chihaya da Silva、Guilherme Kenjy］（2009.4～2012.9）  

千早健次、「配偶者選択における第三者からの結婚相手の紹介と学歴同類

婚  ―EASS 2006 の日本と中国のテータから」、『日本版  General Social 
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力行動―」、2014 年 3 月  

大林真也、第 10 回数理社会学会論文賞  

  「流動的集団における助け合いのメカニズム：経験的研究と数理的研究に

よるアプローチ」  

鈴木伸生．第 59 回数理社会学会大会 トラベルグラント受賞，2015 年 3

月．  

古里由香里、第 13 回日本 NPO 学会優秀賞、日本 NPO 学会、平成 27 年
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3 月 14 日  

 

４ 日本学術振興会研究員採択状況 

2010 年度  DC2 採用 1 名、PD 受け入れ 1 名  

2011 年度  DC1 採用 1 名、DC2 採用 2 名  

2012 年度  DC1 採用 1 名、DC2 採用 1 名、PD 受け入れ 1 名  

2013 年度  DC1 採用 1 名  

2014 年度  DC1 採用 1 名  

 

５ 留学・留学生受け入れ 

５− １ 大学院生・学部学生等の留学数 

2010 年度 学部生 計 1 名 ウプサラ大学 スウェーデン 

2012 年度 学部生 計 1 名 カリフォルニア大学 アメリカ合衆国  

2013 年度 大学院 計 1 名 ヴィクトリア大学 カナダ  

2014 年度 大学院 計 1 名 ヴィクトリア大学 カナダ  

 

５− ２ 留学生の受け入れ状況（学部・大学院） 

年度  学部  大学院  計  
10 0 (2) 0 0 (2) 
11 0 (5)  0 0(5)  
12 0 (5)  3 3(5)  
13 1(7)  2 3(7)  
14 1(3)  4 5(3)  
15 0 0 0 
計  2(22)  9 11(22)  

 

６ 社会人大学院生の受け入れ数 

年度 前期課程 後期課程 計 

10 1 0 1 
11 0 1 1 
12 0 0 0 
13 0 1 1 
14 0 0 0 
15 0 0 0 
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計 1 2 3 

 

７ 専攻分野出身の研究者・高度職業人 

７− １ 専攻分野出身の研究者 

本郷正武、和歌山県立医科大学医学部、2010 年度  

林雄亮、立教大学社会学部、2011 年度  

針原素子、東京女子大学現代教養学部、2011 年度  

金澤悠介、岩手県立大学総合政策学部、2014 年度  

川嶋伸佳、京都文教大学総合社会学部、2014 年度 

 

７− ２ 専攻分野出身の高度職業人 

中高教員   1 名 

通訳   0 名 

ジャーナリスト   1 名 

出版社社員    0 名 

 

８ 客員研究員の受け入れ状況 

2012 年度  Shu-Yuan Yang（台湾、私費） 

 

９ 外国人研究者の受け入れ状況 

2010 年度  Hyunjoon Park 客員准教授  

2012 年度  Karen Shire 非常勤講師  

2014 年度  Kwang-Yeong Shin 教授（知のフォーラム招聘研究者）  

2014 年度  Hyunjoon Park 客員准教授  

2014 年度  Li Chunling 研究員（中国社会科学院） 

 

１０ 刊行物（専攻分野刊行のもの） 

 本研究室では、全国学会、もしくは海外での研究成果の報告を奨励している

ことから、研究室独自の定期刊行物の刊行はおこなっていない。（なお、研究

室構成員は、これまで、日本社会学会、数理社会学会、行動計量学会の機関誌

編集委員長となり、内外の他学会機関紙の編集委員担当も含め、学術情報の発

信には積極的に貢献している。） 
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１１ 学会･研究会･講演会･シンポジウム等の開催・事務局等引き受け状況 

2010 年度  

社会階層と社会移動図書刊行研究会事務局  

東北大学教育文化研究会事務局 

数理社会学会研究事務局 

2011 年度  

  社会階層と社会移動図書刊行研究会事務局  

東北大学教育文化研究会事務局  

移動レジーム研究会事務局  

数理社会学会編集事務局 

SSP 研究会数理・実験セクション事務局 

2012 年度  

  東北大学教育文化研究会事務局  

移動レジーム研究会事務局  

数理社会学会編集事務局 

SSP 研究会数理・実験セクション事務局 

2013 年度  

東北大学教育文化研究会事務局 

移動レジーム研究会事務局 

SSP 研究会数理・実験セクション事務局 

2014 年度  

  東北大学教育文化研究会事務局  

移動レジーム研究会事務局 

日本行動計量学会第 42 回大会実行委員会  

SSP 研究会数理・実験セクション事務局 

2015 年度  

  東北大学教育文化研究会事務局  

移動レジーム研究会事務局 

東北社会学会第 62 回大会実行委員会  

SSP 研究会数理・実験セクション事務局 

数理社会学会会計事務局 
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１２ 専攻分野主催の研究会等活動状況 

2010 年度 

東北大学教育文化研究会 「学校生活と社会に対する高校生の意識」第

２回調査（2010 年 9～11 月）  

2011 年度 

東北大学教育文化研究会 「学校生活と社会に対する高校生の意識」第

３回調査（2011 年 8～10 月）  

第 3 回 SSP 研究会「社会階層と意識に関する z-Tree 実験」（2011 年 12

月）  

2012 年度 

東北大学教育文化研究会 「学校生活と社会に対する高校生の意識」第

４回調査（2012 年 8 月～10 月）  

      2014 年度  

反外国人意識研究会 「国際化と政治に関する市民意識調査」（2014

年 7 月～10 月）  

東北社会学研究会  

第 1 回 SSP 調査「階層と社会意識全国調査」（2015 年 2 月～3 月）  

      2015 年度  

第 7 回 SSM 調査「社会階層と社会移動調査」（2015 年 4 月～5 月）  

 

１３ 組織としての研究・教育活動に関する過去 5 年間の自己点検と評価 

過去 5 年間における最大の成果は 2008 年度にグローバル COE プログラム「社

会階層と不平等教育研究拠点の世界的展開」が採択されたことである。行動科

学研究室では、佐藤嘉倫教授がこの拠点リーダーとなり、他の教員も全員、事

業推進担当者としてこのプログラムに関わった。このグルーバル COE プログラ

ムを通じて、行動科学専攻分野の大学院生の教育にも力を入れた。その成果の

一環として、博士学位授与件数は、2011 年度に 2 件、2012 年度に 3 件、2013

年度に 3 件、2014 年度に 1 件出ており、健闘している。今後も、後期 3 年間で

博士学位論文を提出する数を増やせるよう、指導を行っていきたい。  

グローバル COE プログラム終了後も、グローバル安全学トップリーダー育成
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プログラムで佐藤嘉倫が「安全・安心に生きる」ユニット長を務めている。ま

た知のフォーラム「技術変化が社会移動・所得分配に及ぼす影響に関する理論

的・実証的研究：東アジアの移動格差・所得格差問題を中心として」では佐藤

が共同主催者を務めるとともに、浜田宏と永吉希久子が参加している。これら

のプログラムを通じて大学院生の教育の高度化が図られている。  

学部生の教育については、これまでも社会調査をおこなうためのトレーニン

グを体系的に組んできたが、2004 年度から実施された「社会調査士資格」の認

定カリキュラムより、多くの学生が社会調査を通じて教育の成果を社会に還元

してくれることを願っている。なお、一般社団法人社会調査協会では、木村邦

博が 2009 年 9 月から 2011 年 3 月まで、および 2011 年 12 月から 2013 年 11 月

まで、社会調査協会の機関誌『社会と調査』の専門査読委員を依嘱された。ま

た永吉希久子が 2014 年 4 月から連絡責任者を務め、行動科学研究室と社会調査

協会の連携を強めている。 

学会活動では、教員および大学院生とも積極的に学会運営および報告に寄与

している。数理社会学会、および行動計量学会では、ほぼ毎年登壇しており、

活発な議論を展開している。また国際社会学会世界社会学会議横浜大会でも多

くの研究室メンバーが報告していて、さらなる国際的展開が期待できる。  

学会役員としても、大きく貢献してきた。数理社会学会では、浜田宏が理事

をつとめている（2009 年度～現在）。（なお、数理社会学会に関しては、原純

輔、海野道郎、佐藤嘉倫がともに会長経験者である。）日本社会学会において

も、佐藤嘉倫が世界社会学会議組織委員（2008 年度～2014 年度）および学会英

文雑誌担当の理事（副編集長）として学会の国際化活動を支えている。さらに

佐藤は、国際社会学会理事（2006 年度～2014 年度）および合理的選択部会会長

（2006 年度～2010 年度）、同部会理事（2010 年度～2014 年度）として国際社

会学会に貢献するとともに、アメリカ社会学会「合理性と社会」部会長（2011

年度）、評議員（2010 年度、2012 年度）としてアメリカ社会学会にも貢献して

いる。木村邦博は、日本教育社会学会編集委員会委員（2007 年 10 月～2011 年

9 月）をつとめたほか、日本行動計量学会欧文機関誌編集委員会委員（2009 年

度～2014 年度）・同学会広報活動委員会委員（2012 年度～2014 年度）もつと

めた。永吉希久子は、2015 年 7 月に東北大学で開催される東北社会学会大会の

実行委員長をつとめている。  
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 浜田宏は文部科学省学術調査官を兼任して（2010 年 8 月～2012 年 7 月），新

学術領域研究を中心とする全国の最先端研究プロジェクトの推進を支援した．

グローバル COE プログラムをはじめ、多くの大規模な研究プロジェクトが本研

究室を中心に進行する一方で、事務局機能が肥大化しているのも事実である。

幸い、近隣の他大学の教員や、本研究室を修了した研究者が積極的にプロジェ

クトを担っており、同時並行で研究が進んでいる。今後も他大学との連携を図

り、事務局体制をより一層強化することが求められよう。  

 

Ⅲ 教員の研究活動（2010～2015 年 5 月 20 日） 

１ 教員による論文発表等 

１− １ 論文 

［佐藤嘉倫］ 

Sato, Yoshimichi, “Are Asian Sociologies Possible?: Universalism versus 

Particularism,” Michael Burawoy, Mau-kuei Chang, and Michelle Fei-yu 

Hsieh (eds.), Facing An Unequal World: Challenges for A Global Sociology 

vol. 2: Asia, Institute of Sociology, Academia Sinica and Council of 

National Associations of International Sociological Association, 192-200, 

2010 

Sato, Yoshimichi, “Stability and Increasing Fluidity in the Contemporary 

Japanese Social Stratification System,” Contemporary Japan, 22-1&2: 7–21, 

2010 

Sato, Yoshimichi, “A Comparative Study of Trust in Japan and Korea: How Can 

We Solve Korean Puzzles in the Study of Trust?” Hyun-Chin Lim, Wolf 

Schafer, and Suk-Man Hwang (eds.), New Asias: Global Futures of World 

Regions, 209-225, Seoul: Seoul National University Press, 209-225, 2010 

Imai, Jun and Yoshimichi Sato, “Regular and Non-Regular Employment as an 

Additional Duality in Japanese Labor Market: Institutional Perspectives on 

Career Mobility,” Yoshimichi Sato and Jun Imai (eds.), Japan's New 

Inequality: Intersection of Employment Reforms and Welfare Arrangements, 

Melbourne: Trans Pacific Press, 2011 

Sato, Yoshimichi, “Institutions and Inequality in the Status Attainment 

Process :A Theoretical Note,” 佐藤嘉倫（編） , 『現代日本の階層状況の
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解明―ミクロ－マクロ連結からのアプローチ― 第 1 巻 社会階層・

社会移動』 , 科学研究費補助金研究成果報告書 , 1-13, 2011 

林雄亮・佐藤嘉倫 , 「流動化する労働市場と職業キャリアの格差」, 盛山和

夫・片瀬一男・神林博史・三輪哲（編）『日本の社会階層とそのメカ

ニズム―不平等を問い直す』 , 東京 : 白桃書房 , 2011 

佐藤嘉倫・林雄亮 , 「現代日本の格差の諸相―転職とワーキングプアの問

題を中心にして―」 , 佐藤嘉倫・尾嶋史章（編）『現代の階層社会 1 

格差と多様性』 , 東京 : 東京大学出版会 , 2011 

Sato, Yoshimichi, “Does Mathematical Sociology Contribute to the Progress of 

Sociology?” 『理論と方法』, 第 26 巻第 2 号、243-252 頁、数理社会学

会、2011 

Sato, Yoshimichi, “Stability and Increasing Fluidity in the Contemporary 

Japanese Social Stratification System,” Humbert, Marc and Yoshimichi Sato 

(eds.), Social Exclusion: Perspectives from France and Japan, Trans Pacific 

Press, 8-19, 2012 

佐藤嘉倫 , 「正規雇用と非正規雇用――日本における格差問題――」, 佐藤

嘉倫・木村敏明（編）『不平等生成メカニズムの解明――格差・階層・

公正』 , 15-34, 京都 : ミネルヴァ書房 , 2013 

Sato, Yoshimichi, “Who Becomes a Liberal? An Empirical Study of the Choice 

between Liberalism and Libertarianism,” Bunka, 77-1/2: 42-54, 2013. 

Sato, Yoshimichi, “Mathematical Sociology in Japan: Its Powerful Development 

and a Problem,” International Journal of Japanese Sociology, 22-1: 16–31, 

2013 

Sato, Yoshimichi, “Rational Choice Theory,” (Updated), Sociopedia, 2013. 

(http://www.sagepub.net/isa/admin/viewPDF.aspx?&art=RationalChoice201

3.pdf) 

Sato, Yoshimchi, “Social Capital,” Sociopedia, 2013. 

古里由香里・佐藤嘉倫 , 「主観的幸福感とソーシャル・キャピタル――地

域の格差が及ぼす影響の分析」, 辻竜平・佐藤嘉倫（編）『ソーシャル・

キャピタルと格差社会――幸福の計量社会学』, 東京：東京大学出版会 , 

2014. 

Nagayoshi, Kikuko and Yoshimichi Sato, “Who Supports Redistributive Policies 
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in Contemporary Japan? An Integrative Approach to Self-interest and Trust 

Models,” International Sociology, 29-4: 302-323, 2014. 

Kobayashi, Jun, Mei Kagawa, and Yoshimichi Sato, “How to Get a Longer Job? 

Roles of Human and Social Capital in the Japanese Labor Market,” 

International Journal of Japanese Sociology 24(1): 20-29, 2015. 

［木村邦博］ 

Kimura, Kunihiro, “Sex-Based Discrimination Trends in Japan, 1965-2005: The 

Gender Wage Gap and the Marriage Bar,” pp.156-171 in Discrimination in 

an Unequal World, edited by Miguel Centeno and Katherine S. Newman. 

New York: Oxford University Press. 2010 年 9 月  

Kimura. Kunihiro, “Gender-Based Discrimination, Inequality, and Marriage.” Pp. 

1-13 in Minorities and Diversity, edited by Kunihiro Kimura. Melbourne: 

Trans Pacific Press. 2011 年 4 月  

木村邦博「知的柔軟性の国際比較」『文化理解のキーワード』（人文社会

科学講演シリーズ VIII）、東北大学大学院文学研究科講演・出版企画委

員会（編）、東北大学出版会、69-105 頁、2015 年 3 月  

［浜田  宏］ 

浜田宏「相対リスク回避モデルの再検討― Breen and Goldthorpe モデ

ルの一般化」『理論と方法』第 24 巻第  1 号、数理社会学会、57-76

頁、 2009 

浜田宏「 N 人ジレンマの提携形ゲーム」『理論と方法』第 24 巻第 2

号、317-332 頁、数理社会学会、2009  

Atsushi  Ishida,  Hiroshi  Hamada,  Kenj i  Kosaka .  “Simulat ion  Analysis  of  

the  Ef fects  of  the  Global  Redis t r ibut ion  of  Weal th  on  Subjec t ive 

Well -being in the World .”  Kwansei  Gakuin Universi t y  Social  

Sciences  Review .  Vol .  14:  1-20 .  2009 

浜田宏「差別をめぐる相互行為のダイナミクス―演繹的研究のコア

としての数理モデル」『フォーラム現代社会学』第 9 号、 42-51

頁、 2010 

浜田宏・七條達弘「異質な集団における相対的剥奪モデル」『理論

と方法』第 25 巻第 1 号、107-123 頁、 2010 

Hamada,  Hiroshi  and  Yusuke Hayashi , . “ Impact  of  Change in Household 
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Composi t ion  on  Pover ty and  Inequal i ty  in  Japan ,”  Yoshimichi  Sato  

and Jun Imai  (eds . ) ,  Japan 's  New Inequal i ty:  Intersect ion  of  

Employment  Reforms and Welfare  Arrangements ,  Trans  Pacif ic  

Press .  2011 

浜田宏・石田淳「望ましい収入はどう決まるか？収入アスピレーション・

レベルの最適化モデル」斉藤友里子・三隅一人（編）『現代の階層社

会 3―流動化のなかの社会意識』東京大学出版 :233-246、2011 

Hiroshi Hamada, 2012, “A Model of Class Identification: Generalization of the 

Fararo-Kosaka Model using Lyapounov's Central Limit Theorem,” Kwansei 

Gakuin University School of Sociology Journal. Vol.114:21-33.  

塩谷芳也・金澤悠介・浜田宏．2012．「ビネット調査による階層帰属メカ

ニズムの検討」『理論と方法』52(Vol.27 No.2):243-258. 

浜田宏．2012．「線形結合モデルは科学的説明たりうるか？―階層帰属意

識 研 究 に お け る 計 量 と 数 理 の 融 合 」 『 理 論 と 方 法 』 52(Vol.27 

No.2):259-276. 

浜田宏 ,2013, 「数理社会学の普及に関する数理社会学的考察」『ソシオロ

ジ』57(3):127-134, 2013. 

浜田宏． 2013 年「数理モデルによる不平等と主観的厚生の分析」佐

藤嘉倫・木村敏明（編）『不平等生成メカニズムの解明』第 9 章．

ミネルヴァ書房  

浜田宏・前田豊 ,「小集団実験による相対的剥奪モデルの検証」『理

論と方法』 55(Vol .29  No.1) :  19-36 ,  2014 年 4 月  

浜田宏．「貧しくても幸福になれるか」辻竜平・佐藤嘉倫（編）『ソ

ーシャル・キャピタルと格差社会：幸福への計量社会学的アプロ

ーチ』東京大学出版会 .  2014 年 6 月  

Ishida, Atsushi., Kenji Kosaka, and Hiroshi Hamada, “A Paradox of Economic 

Growth and Relative Deprivation.” Journal of Mathematical Sociology.(掲載

決定) , 2014, 

Kosaka, Kenji., Atsushi Ishida, and Hiroshi Hamada, 2013, “A formal-theoretic 

approach to China puzzles: An application of relative deprivation theory to 

'unhappy growth' and differential migrant workers' subjective well-being.”

『中国都市研究』(掲載決定). 
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浜田宏．「人はどんなときに不満を感じるのか？  相対的剥奪の数

理モデル」盛山和夫（編）『モデルで読み解く公正と不平等』有

斐閣（刊行予定） 2014 

浜田宏．「教育の普及は格差を解消させるのか？  教育達成におけ

る出身階層間の不平等」盛山和夫（編）『モデルで読み解く公正

と不平等』有斐閣（刊行予定） 2014 

浜田宏． 2015 年 3 月「相対的剥奪のメカニズム――人はどんなとき
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Hiroshi  Hamada and Jae-Woo Kim,  “Evolut ion of  Cul tural  Groups f rom 

Parochial  Cooperat ion:  A Mathemat ical  and Computat ional  Study,”  

82nd Annual  Pacif ic  Sociological  Associat ion Meet ing,  Seat t l e ,  

March  10-13,  2011.  

Jae-Woo Kim and Hiroshi  Hamada,  “Repl icator  Dynamic of  Tag-based 

Pr isoner 's  Di lemma,”  American  Sociologica l  Associat ion Meet ing,  

August  20,  2011,  Las  Vegas ,  NV.  

Ishida Atsushi ,  Kenj i  Kosaka,  Hiroshi  Hamada and Yutaka Maeda .  2012.  

“Economic Growth and Paradoxes of  Relat ive Deprivat ion” The 40th  

World  Congress  of  the I IS .  Regular  Session,  “Emerging Front ier s  of  

Relat ive  Deprivat ion  Theory,”  16-19  Feb  2012.  Delhi ,  India ,  

Kosaka ,  Kenj i ,  Atsushi  Ishida,  and Hiroshi  Hamada ,  2012,  “A Formal  

Approach  to  the  'China Puzzles ,”  The 12th  Conference  of  The  Asia  

Pacif ic  Sociologica l  Associat ion ,  Mani la  Univers i ty ,  Mani la ,  

Phi l l ipines ,  22-24  October  2012.  
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［永吉希久子］  

Nagayoshi, Kikuko, 2010, “Effects of Multiculturalism Policies on Social 

Cohesion”、Nordic Migration Conference 2010, Malmö University, Sweden, 

August 25-27, 2010 

Nagayoshi, Kikuko, “The Effects of Group Positions on Individual Attitudes 

toward Immigrants”, Joint Symposium of UC Riverside and CSSI Tohoku 

University, University of California Riverside, USA, February 1-3, 2012 

Nagayoshi, Kikuko, Tanabe, Shunsuke and Hamada, Kunisuke, 2012, “The 

Effects of Group Positions on Individual Attitudes toward Immigrants: 

Analysis of Japanese Case”, American Sociological Association 107th 

Annual Meeting, Colorado Convention Center & Hyatt Regency, USA, 

August 17-20, 2012 

Nagayoshi, Kikuko, “Political Participation and Right Wing Attitudes in Japan”, 

CSSI-IOS Symposium, Tohoku University, Japan, September 28-29, 2012 

Nagayoshi, Kikuko, “Effects of Social Cleavages on Support for Welfare 

Reform”, Joint Symposium of UC Riverside and CSSI, Tohoku University, 

Japan, January 25-26, 2013 

Nagayoshi, Kikuko and Yoshimichi Sato, “Who Supports Redistributive Policies 

in Contemporary Japan? Integrative Approach of Self-interest and 

Institutionalism Models”, American Sociological Association 108th Annual 

Meeting, Hilton New York Midtown and Sheraton New York Hotel and 

Towers, USA, August 10-13, 2013 

Nagayoshi, Kikuko, “Economic Incorporation of High-Skilled Immigrants in 

Japanese Employment-Welfare System,” BIGSSS International Conference 

2014, The Atlantic Grand Hotel Bremen, Germany, June 12-13, 2014 

Nagayoshi ,  Kikuko,  Taki ,  Hirofumi ,  and Ari ta ,  Shin,  “Transformat ion  

of  Labor  Market  and  Legi t imacy of  Income Inequal i ty  in  Japan,”  

18th  ISA World  Congress  of  Sociology,  Pacif ico  Yokohama,  Japan,  

July 16 ,  2014 

Holbrow,  Hi lary J .  and Kikuko Nagayoshi ,  “Economic Incorporat ion  of  

High-Ski l led Migrants  in  Japan:  An Analys is  of  Employer -Employee  

Linked Survey Data,”  Internat ional  Workshop,  Japan’s  New 
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Immigrants :  Captur ing the Changing Ethno-Scape in a  Global izing 

Society,  Waseda Universi ty,  Japan,  December  12-14,  2014 

 

（２）国内学会 

［佐藤嘉倫］ 

佐藤嘉倫 「数理社会学は社会学研究に役立つのか？」 , 第 50 回数理社会

学会 , 獨協大学 , 2010 年 9 月 11 日  

佐藤嘉倫 ,  「 SSM 調査について」 ,  一般社団法人社会調査協会   特

別シンポジウム ,  如水会館 ,  2010 年 11 月 14 日  

佐藤嘉倫 ,  「不平等の現状とその評価―社会学の視点から」 , 社会階層と

不平等教育研究拠点・東京セミナーシリーズ 第 2 回公開シンポジウ

ム「公正な社会は可能か―日本の不平等再検討―」, 東北大学東京分室 , 

2011 年 2 月 12 日  

佐藤嘉倫 , 「不平等の是正は可能か？―社会心理学の視点から」, 社会階層

と不平等教育研究拠点・東京セミナーシリーズ 第 2 回公開シンポジ

ウム「公正な社会は可能か―日本の不平等再検討―」, 東北大学東京分

室 , 2011 年 2 月 12 日  

佐藤嘉倫 , 「公平な分配はどう社会に広がるのか？―コンピュータ・シミ

ュレーションへの招待」, 日本学術会議社会学委員会社会理論分科会・

公開シンポジウム「シミュレーションと社会−−文理を結ぶ新しい方法

論」 , 日本学術会議大会議場 , 2011 年 6 月 4 日  

古里由香里・佐藤嘉倫 , 「結束的ソーシャルキャピタルと主観的幸福感の

パラドキシカルな関係」, 第 85 回日本社会学会 , 札幌学院大学 , 2012 年

11 月 3 日  

Kobayashi, Jun, Mai Kagawa, and Yoshimichi Sato, “Structure of Labor Market 

in Japan: Complementing Roles of Human Capital and Social Capital,” 第

56 回数理社会学会大会 , 関西学院大学 , 2013 年 8 月 28 日  

Sato, Yoshimichi, “Toward Clearer Conceptualization and Theorization of Social 

Capital: Focusing on Four Aspects of the Concept,” 第 86 回日本社会学会大

会 , 慶應義塾大学 , 2013 年 10 月 12-13 日 . 

古里由香里・佐藤嘉倫 ,「社会学からみた幸福と社会関係資本――社会関係

資本と主観的幸福感」 , ソーシャル・キャピタルワークショップ「社会
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関係資本と幸福」 , 日本大学法学部 , 2015 年 3 月 13 日 . 

［木村邦博］ 

余田翔平・木村邦博「現代高校生の規範意識－世代論か発達論か？－」、

第 59 回東北社会学会大会（山形大学）、2012 年 7 月 16 日  

木村邦博・余田翔平「高校生の規範意識の測定と潜在クラス分析」第 40 回

日本行動計量学会大会（新潟県立大学）、2012 年 9 月 14 日  

木村邦博「家族データの収集と分析―その意義と課題―」（特別セ

ッション「家族データの収集と分析」）、第 41 回日本行動計量学

会大会（東邦大学）、2013 年 9 月 4 日  

木村邦博 「21 世紀初頭における有配偶女性の性別役割意識―認知的不協

和の終焉？―」日本社会心理学会第 54 回大会（沖縄国際大学）、2013

年 11 月 3 日  

木村邦博 「ワーディングの問題に関する実験的調査―認知的アプローチ

からの説明の可能性―」シンポジウム「質問紙の科学：その可能性と

展望」（慶應義塾大学「思考と行動判断」研究拠点）、2014 年 1 月 11

日 

［浜田宏］ 

浜田宏「教育達成における階層間格差の分布関数モデル― IEO モデ

ルと RRA モデルの統合と一般化」第 50 回数理社会学会（獨協大

学）、 2010 年 9 月 10 日  

髙坂健次・石田淳・浜田宏．「相対的剥奪のパラドックス」第 51 回

数理社会学会大会（於：沖縄国際大学）． 2011 年 3 月 8 日．  

浜田宏「階層帰属意識関する地位継承モデルと Fararo-Kosaka モデル

の統合」第 53 回数理社会学会大会（於：鹿児島大学）． 2012 年

3 月 14 日 .  

浜田宏「階層の再生産と階層意識―線型回帰モデル再考」シンポジ

ウム「階層帰属意識の数理と実証分析」統計数理研究所（共同利

用研究公開研究会） 2012 年 2 月 25 日  

塩谷芳也・金澤悠介・浜田宏．「ビネット調査による社会的地位評

価の分析」シンポジウム「階層帰属意識の数理と実証分析」統計

数理研究所（共同利用研究公開研究会）． 2012 年 2 月 25 日  

浜田宏．「階層帰属意識に関する地位継承モデルと Fararo-Kosaka モ
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デルの統合」第 53 回数理社会学会大会（於：鹿児島大学）．2012

年 3 月 14 日 .  

浜田宏 .「不平等と相対的剥奪の理論・実証連結－－ z-Tree による反

復投資ゲーム実験」東北大学 GCOE プログラム「社会階層と不平

等教育研究拠点」構造と変動部門シンポジウム「相対的剥奪と不

平等研究の新展開」仙台メトロポリタンホテル，仙台 ,  2012 年 12

月 15 日  

前田豊・浜田宏 .「所得分布の生成と相対的剥奪の z-t ree 実験」統計

数理研究所共同利用研究公開研究会（ SSP 研究会） ,  2012 年 12

月 26 日  

浜田宏． 2014 年 8 月 31 日「仮設住宅移転におけるグラフ理論の応

用」第 58 回数理社会学会大会（於：日本女子体育大学）  

浜田宏． 2014 年 12 月 20 日「 Mathematica による数理社会学の教育

と研究」ウルフラムコンファレンス 2014（招待講演，於：早稲

田大学）  

［永吉希久子］  

永吉希久子、「社会統合に対する多文化主義政策の影響―国際比較調査デー

タの分析から」『関西社会学会第 61 回大会』、名古屋市立大学、2010

年 5 月 29-30 日  

永吉希久子、「市民的特性に対する多文化主義政策の効果―ISSP2003・2004

を用いた国際比較研究」『2010 年度二次分析研究会 参加者公募型研

究 成果報告会』、東京大学、2011 年 2 月 4 日  

永吉希久子、「反移民意識に対する社会保障政策の影響―積極的社会保障政

策と消極的社会保障政策の差に注目して」『第 84 回日本社会学会大会』、

関西大学、2011 年 9 月 17-18 日  

永吉希久子、「外国人に対する権利付与への支持の規定要因―社会的権利と

文化的権利の差に注目して」『第 53 回数理社会学会』、鹿児島大学、

2012 年 3 月 14-15 日  

永吉希久子、「反差別法運用における集団間格差―スウェーデンの平等オン

ブズマンを事例として」、第 85 回日本社会学会、札幌学院大学、2012

年 11 月 3 日  

永吉希久子、「労働者の再分配政策支持に対する構造改革の影響」、第 64
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回関西社会学会大会、大谷大学、2013 年 5 月 18 日  

永吉希久子、「外国籍者への権利付与意識の規定要因―意識の多様性に注目

して」、第 56 回数理社会学会大会、関西学院大学、2013 年 8 月 27 日  

永吉希久子、「新聞記事における『外国人』表象」、第 57 回数理社会学会

大会、山形大学、2014 年 3 月 7 日  

永吉希久子、「大企業における『外国人職業ニッチ』の形成要因と所得への

影響」、第 65 回関西社会学会大会、富山大学、2014 年 5 月 25 日  

伊藤理史・永吉希久子、「生活保護不信の規定要因」、第 12 回福祉社会学

会大会、東京大学、2014 年 6 月 28 日  

永吉希久子、「在日韓国人青年の被差別体験と否定的自己イメージ」第 30

回日本解放社会学会大会、関西学院大学、2014 年 9 月 7 日  

永吉希久子・田辺俊介・濱田国佑「排外意識の規定要因の集団間比較」第

87 回日本社会学会大会、神戸大学、2014 年 11 月 23 日  

永吉希久子・多喜弘文・有田伸「『望ましい所得』格差と不平等」第 59 回

数理社会学会大会、久留米大学、2015 年 3 月 14 日  

［川嶋伸佳］（2012.4～） 

川嶋伸佳「多元的不公正感が抗議行動の実施に与える影響：社会経済的地位

に基づく検討」、東北心理学会第 66 回大会・新潟心理学会第 49 回大会

合同大会、新潟大学、2012 年 7 月 14 日  

川嶋伸佳、メディアへの接触が多元的不公正感に与える影響、社会心理学会

第 53 回大会、つくば国際会議場、2012 年 11 月 18 日  

川嶋伸佳・林洋一郎・大渕憲一、「職場における不公正経験の特徴の検討」、

東北心理学会第 67 回大会、東北工業大学八木山キャンパス、2013 年 5

月 12 日  

川嶋伸佳・林洋一郎・大渕憲一（2013）．職場の内集団および自己に対する

不公正な処遇が精神的健康に与える影響．社会心理学会第 54 回大会 

ポスター発表 沖縄国際大学 11 月 2 日．  

川嶋伸佳・大渕憲一（2014）．社会階層とミクロ不公正感：社会的比較の

効果の検討．日本社会心理学会第 55 回大会．ポスター発表 北海道大

学 7 月 27 日．  
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２ 教員の受賞歴（2010～2015 年 5 月 20 日） 

2014 年度  

［佐藤嘉倫］  

    第 13 回日本 NPO 学会優秀賞受賞  

 

Ⅳ 教員による競争的資金獲得（2010～2015 年度） 

（１）科学研究費補助金 

2010 年度 

［佐藤嘉倫］ 

研究代表者 基盤研究(A) 「現代日本の階層状況の解明―ミクロ・マク

ロ連結からのアプローチ」、直接経費 1360 万円、間接経費 408 万円 

［木村邦博］ 

研究代表者 基盤研究(B) 「変動期における高校生の社会的態度・スキ

ルの形成」（2009（平成 21）年度－2012（平成 24）年度）、直接経費   

2,400 千円、間接経費  720 千円 

［浜田宏］  

研究代表者 若手研究(B) 「合理的選択および確率モデルによる階層研

究」（2009 年（平成 21）－2011 年（平成 23 年度）  

研究分担者 基盤研究(B) 研究代表者：高坂健次（関西学院大学）「グ

ローバルな富の再分配と主観的幸福の増大」（2008（平成 20）年度－2010

（平成 22）年度） 

2011 年度 

［木村邦博］ 

研究代表者 基盤研究(B) 「変動期における高校生の社会的態度・スキ

ルの形成」（2009（平成 21）年度－2012（平成 24）年度）、直接経費   

2,400 千円、間接経費  720 千円  

［浜田宏］ 

研究代表者 若手研究(B) 「合理的選択および確率モデルによる階層研

究」（2009 年（平成 21）－2011 年（平成 23 年度）  

研究分担者 基盤研究(S)  研究代表者：吉川徹（大阪大学）「現代日本

における階層意識と格差の連関変動過程の実証的解明」、直接経費 300

万円、間接経費 90 万円（2011 年（平成 23）－2015 年（平成 27 年度） 
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研究分担者 基盤研究(B) 研究代表者：石田淳（関西学院大学）「グロ

ーバリゼーション下の不平等社会における相対的剥奪―理論・実証的

研究の刷新」（2011（平成 23）年度－2013（平成 25）年度） 

［永吉希久子］  

研究代表者 研究活動スタートアップ支援 「移民統合政策が移民の社

会参加に与える影響についての実証研究」、直接経費 70 万円、間接経

費 21 万円（2011（平成 23）年度 -2012（平成 24）年度）  

2012 年度  

［佐藤嘉倫］  

  研究代表者 基盤研究 (B) 「移動レジームの動態に着目した社会階層

と雇用・生活リスクの融合的研究」、直接経費 310 万円、間接経費 93

万円  

［木村邦博］ 

研究代表者 基盤研究 (B) 「変動期における高校生の社会的態度・スキ

ルの形成」（2009（平成 21）年度－2012（平成 24）年度）、直接経費   

3,300 千円、間接経費  990 千円  

［浜田宏］  

研究分担者 基盤研究(S)  研究代表者：吉川徹（大阪大学）「現代日本

における階層意識と格差の連関変動過程の実証的解明」、直接経費 300

万円、間接経費 90 万円（2011 年（平成 23）－2015 年（平成 27 年度） 

研究分担者 基盤研究(B) 研究代表者：石田淳（関西学院大学）「グロ

ーバリゼーション下の不平等社会における相対的剥奪―理論・実証的

研究の刷新」直接経費 50 万円、間接経費 15 万円（2011（平成 23）年度

－2013（平成 25）年度） 

［永吉希久子］  

研究代表者 研究活動スタートアップ支援 「移民統合政策が移民の社

会参加に与える影響についての実証研究」、直接経費 70 万円、間接経

費 21 万円  

2013 年度  

［佐藤嘉倫］  

  研究代表者 基盤研究(B) 「移動レジームの動態に着目した社会階層と

雇用・生活リスクの融合的研究」、直接経費 300 万円、間接経費 90 万
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円  

  研究分担者 特別推進研究 研究代表者：白波瀬佐和子（東京大学）「少

子高齢化からみる階層構造の変容と格差生成メカニズムに関する総合

的研究」、直接経費 30 万円、間接経費 9 万円  

［浜田宏］  

研究分担者 基盤研究(S)  研究代表者：吉川徹（大阪大学）「現代日本

における階層意識と格差の連関変動過程の実証的解明」、直接経費 300

万円、間接経費 90 万円（2011 年（平成 23）－2015 年（平成 27 年度） 

研究分担者 基盤研究(B) 研究代表者：石田淳（関西学院大学）「グローバ

リゼーション下の不平等社会における相対的剥奪―理論・実証的研究

の刷新」直接経費 50 万円、間接経費 15 万円（2011（平成 23）年度－2013

（平成 25）年度）  

［永吉希久子］  

研究代表者 若手研究 (B) 「反外国人意識形成メカニズムに対するミク

スドメソッド研究」、直接経費 50 万円、間接経費 15 万円（2013（平成

25）年度-2015（平成 27）年度）  

研究分担者 基盤研究(B) 「現代日本のナショナリズムの実証的解明」、

直接経費 10 万円、間接経費 3 万円  

研究分担者 基盤研究 (B) 「価値意識と階層構造の変容にかんする比較

社会学的研究」、直接経費 15 万円、間接経費 5 万円  

2014 年度  

［佐藤嘉倫］  

  研究代表者 基盤研究(B) 「移動レジームの動態に着目した社会階層と

雇用・生活リスクの融合的研究」、直接経費 377 万円、間接経費 48 万

円  

研究分担者 特別推進研究 研究代表者：白波瀬佐和子（東京大学）「少

子高齢化からみる階層構造の変容と格差生成メカニズムに関する総合

的研究」、直接経費 50 万円、間接経費 15 万円  

［浜田宏］  

研究分担者 基盤研究(S)  研究代表者：吉川徹（大阪大学）「現代日本

における階層意識と格差の連関変動過程の実証的解明」、直接経費 90

万円、間接経費 27 万円（2011 年（平成 23）－2015 年（平成 27 年度） 
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研究代表者 若手研究 (B) 「反外国人意識形成メカニズムに対するミク

スドメソッド研究」、直接経費 300 万円、間接経費 90 万円（2013（平

成 25）年度 -2015（平成 27）年度）  

研究分担者 基盤研究(B) 「現代日本のナショナリズムの実証的解明」、

直接経費 10 万円、間接経費 3 万円  

研究分担者 基盤研究 (B) 「価値意識と階層構造の変容にかんする比較

社会学的研究」、直接経費 15 万円、間接経費 5 万円  

［永吉希久子］  

研究代表者 若手研究 (B) 「反外国人意識形成メカニズムに対するミク

スドメソッド研究」、直接経費 220 万円、間接経費 66 万円（2013（平

成 25）年度 -2015（平成 27）年度）  

研究分担者 基盤研究(B) 「現代日本のナショナリズムの実証的解明」、

直接経費 10 万円、間接経費 3 万円  

研究分担者 基盤研究 (B) 「価値意識と階層構造の変容にかんする比較

社会学的研究」、直接経費 15 万円、間接経費 5 万円  

2015 年度  

［佐藤嘉倫］  

研究代表者 基盤研究 (B) 「アジア諸社会における人口変動と移動レジ

ームの比較分析」、直接経費 310 万円、間接経費 93 万円  

研究分担者 特別推進研究 研究代表者：白波瀬佐和子（東京大学）「少

子高齢化からみる階層構造の変容と格差生成メカニズムに関する総合

的研究」、直接経費 100 万円、間接経費 30 万円  

研究分担者 基盤研究 (A) 研究代表者：小林盾（成蹊大学）「少子化社

会におけるライフコース変動の実証的解明：混合研究法アプローチ」、

直接経費 8 万円、間接経費 2.4 万円  

［浜田宏］  

研究分担者 基盤研究(S)  研究代表者：吉川徹（大阪大学）「現代日本

における階層意識と格差の連関変動過程の実証的解明」、直接経費 50

万円、間接経費 15 万円（2011 年（平成 23）－2015 年（平成 27 年度） 

研究代表者 挑戦的萌芽研究「実験・数理モデルによる理論社会学の刷

新」直接経費 50 万 , 間接経費 15 万（2015 年（平成 27）－2017 年（平

成 29 年度）  
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［永吉希久子］  

研究代表者 若手研究 (B) 「反外国人意識形成メカニズムに対するミク

スドメソッド研究」、直接経費 30 万円、間接経費 10 万円（2013（平成

25）年度-2015（平成 27）年度）  

研究分担者 基盤研究(B) 「現代日本のナショナリズムの実証的解明」、

直接経費 10 万円、間接経費 3 万円  

研究分担者 基盤研究 (B) 「価値意識と階層構造の変容にかんする比較

社会学的研究」、直接経費 15 万円、間接経費 5 万円  

研究分担者 基盤研究 (B) 「アジア諸社会における人口変動と移動レジ

ームの比較分析」、直接経費 20 万円、間接経費 6 万円  

 

（２）その他 

2010 年度 

［佐藤嘉倫］ 

拠点リーダー グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研究

拠点の世界的展開」、直接経費 11850 万円、間接経費 0 万円 

申請者 公益財団法人野村財団国際交流（海外派遣）「日本の流動化す

る労働市場と転職をめぐる階層格差の分析―第 105 回アメリカ社会学

会大会における論文報告と諸活動―」、20 万円 

［木村邦博］ 

事業推進担当者・マイノリティ研究部門長 グローバル COE プログラム

「社会階層と不平等教育研究拠点の世界的展開」、直接経費 11850 万

円、間接経費 0 万円 

［浜田宏］ 

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 11850 万円、間接経費 0 万円  

研究担当者  学術調査官受託研究「社会学に関する最新の学術動

向の調査研究」直接経費 65 万円  

2011 年度 

［佐藤嘉倫］ 

拠点リーダー グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研究

拠点の世界的展開」、直接経費 9616.7 万円、間接経費 0 万円  
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研究代表者  公益財団法人村田学術振興財団研究助成「グローバリゼー

ションの進展に伴う労働市場構造の再編成と雇用・生活リスクの変動

に関する融合的研究」、200 万円 

［木村邦博］ 

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9616.7 万円、間接経費 0 万円 

［浜田宏］ 

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9616.7 万円、間接経費 0 万円  

   ［永吉希久子］  

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9616.7 万円、間接経費 0 万円  

2012 年度  

［佐藤嘉倫］ 

拠点リーダー グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研究

拠点の世界的展開」、直接経費 9881.1 万円、間接経費 0 万円  

［木村邦博］ 

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9881.1 万円、間接経費 0 万円 

［浜田宏］ 

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9881.1 万円、間接経費 0 万円  

   ［永吉希久子］  

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9881.1 万円、間接経費 0 万円  

［川嶋伸佳］  

事業推進担当者 グローバル COE プログラム「社会階層と不平等教育研

究拠点の世界的展開」、直接経費 9881.1 万円、間接経費 0 万円  

2013 年度  

2014 年度  

［佐藤嘉倫］ 

共同主催者 知のフォーラムプログラム「技術変化が社会移動・所得分配
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に及ぼす影響に関する理論的・実証的研究：東アジアの移動格差・所

得格差問題を中心として」、357.7 万円  

2015 年度  

［佐藤嘉倫］ 

共同主催者 知のフォーラムプログラム「技術変化が社会移動・所得分配

に及ぼす影響に関する理論的・実証的研究：東アジアの移動格差・所

得格差問題を中心として」、557 万円  

 

Ⅴ 教員による社会貢献（2010～2015 年 5 月 20 日） 

（１）政府・地方公共団体関係機関等の委員 

佐藤嘉倫 

1996 年 6 月－現在 東北地方ダム管理フォローアップ委員会委員 

2006 年 8 月 20 日－現在 日本学術会議連携会員 

2008 年 8 月 1 日－現在 先端科学（FoS）シンポジウム事業委員会専門

委員  

2009 年 12 月 1 日－2010 年 11 月 30 日 日本学術振興会 科学研究費

委員会専門委員  

2009 年 12 月 1 日－2010 年 11 月 30 日 文部科学省 科学研究費補助

金における評価に関する委員会の評価者  

2009 年 12 月 1 日－2011 年 11 月 30 日 科学研究費 人文・社会系委員  

2009 年 12 月 1 日－2011 年 11 月 30 日 科学研究費 研究成果公開発表

委員  

2010 年 10 月 1 日－2010 年 11 月 30 日 科研費 「特定領域研究（がん

分野）」事後評価委員  

2010 年 12 月 1 日－2011 年 11 月 30 日 日本学術振興会 科学研究費

委員会専門委員  

浜田宏  

2010 年 8 月 1 日－2012 年 7 月 31 日 文部科学省学術調査官  

 

（２）公開講座等の講師 

佐藤嘉倫 

2010 年 4 月 9 日 東北大学リベラルアーツサロン 講師 「公平な分
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配はどう社会に広がるのか？  コンピュータ・シミュレーションへの

招待」  

2010 年 4 月 11 日 財団法人メンタルケア協会 第 120 回メンタル  

ケア・スペシャリスト養成講座基礎課程（仙台会場） 講師 「人間

関係は犯罪を防げるか？ 東京を事例として」  

2010 年 8 月 5 日  Tohoku Universi ty  Summer  Program 2010 

 Lecturer “An Agent -based  Model  of  the  Dif fusion  of  Fairness .”  

2011 年 8 月 1 日  Tohoku Universi ty  Summer  Program 2011 

  Lecturer  “An Agent -based Model  of  the Diffusion of  Fairness .”  

2011 年 10 月 2 日 財団法人メンタルケア協会 第 130 回メンタルケ

ア・スペシャリスト養成講座基礎課程（仙台会場） 講師 「人間関

係は犯罪を防げるか？ 東京を事例として」  

2012 年 3 月 13 日 第 53 回数理社会学会大会ワンステップアップセミ

ナー「プレゼンテーションの技法――日本語報告から英語報告まで」

（鹿児島大学）  

2012 年 5 月 20 日 財団法人メンタルケア協会 第 131 回メンタルケ

ア・スペシャリスト養成講座基礎課程（仙台会場） 講師 「人間関

係は犯罪を防げるか？ 東京を事例として」  

2012 年 7 月 10 日 Tohoku University Summer Program 2011 Lecturer “An 

Agent-based Model of the Diffusion of Fairness.” 

2012 年 9 月 5 日 ELyT School in Sendai 2012 “Stability and Increasing 

Fluidity of the Social Stratification System in Contemporary Japan.” 

2012 年 10 月 6 日 東北大学仙台セミナー「絆と社会――東日本大震災

の教訓」鼎談（里見進総長、寺島英弥河北新報社編集委員と）東北大

学ホームカミングデーの一環  

2013 年 4 月 14 日 財団法人メンタルケア協会 第 148 回メンタルケ

ア・スペシャリスト養成講座基礎課程（仙台会場） 講師 「人間関

係は犯罪を防げるか？ 東京を事例として」  

2014 年 4 月 8 日 山形県立酒田東高等学校宿泊研修「平和と貧困」  

2014 年 4 月 27 日 財団法人メンタルケア協会 メンタルケア・スペシ

ャリスト養成講座基礎課程（仙台会場） 講師 「人間関係は犯罪を

防げるか？ 東京を事例として」  
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2015 年 4 月 12 日 財団法人メンタルケア協会 メンタルケア・スペシ

ャリスト養成講座基礎課程（仙台会場） 講師 「人間関係は犯罪を

防げるか？ 東京を事例として」  

木村邦博 

2010 年 7 月 21 日 宮城県高校教育課 高大連携事業 地域開催公開講

座 平成 22 年度 Sanuma Summer University （宮城県佐沼高等学校）、

「血液型性格学の流行を行動科学で考える」  

2013 年 5 月 11 日 東北大学文学研究科と市民のセミナー 第 12 期 有

備館講座  「文化理解（解釈）のキーワード」 第 1 回 （大崎市岩

出山公民館） 「知的柔軟性の国際比較」  

2014 年 6 月 20 日 平成 26 年度宮城県高等学教頭・副校長会大崎地区

研究協議会講演 「現代高校生の知的柔軟性」  

2014 年 10 月 28 日 平成 26 年度宮城県高等学校社会科教育研究会第

29 回例会（公民部会）講演 「変動期における高校生のソーシャル

スキルと格差問題」  

浜田宏  

2015 年 5 月 20 日高大連携事業による出張講義（「行動科学で

みる社会」於：宮城県泉高等学校）  

永吉希久子  

2012 年 9 月 1 日  第 5 期斎理蔵の講座  講師  「外国人とと

もに生きる―地域における多文化共生を考える」  

 

（３）NPO・NGO 法人・民間企業との協力関係等 

  木村邦博  

2009 年 4 月－2013 年 3 月  東北工業大学高等学校評価委員（委員長） 

2009 年 9 月－2011 年 3 月 一般社団法人社会調査協会  機関誌『社会と

調査』専門査読委員  

2010 年 5 月－2013 年 3 月  宮城県宮城広瀬高等学校学校評議員  

2011 年 12 月－2013 年 11 月 一般社団法人社会調査協会  機関誌『社会

と調査』専門査読委員  

2013 年 8 月－2015 年 3 月  仙台城南高等学校外部評価委員  
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Ⅵ 教員による学会役員等の引き受け状況（2010～2015 年度） 

佐藤嘉倫 

2006 年 1 月－現在  Editorial Advisory Board, Equal Opportunities 

International（2010 年より Equality, Diversity and Inclusion に改名）  

2006 年 7 月－現在 国際社会学会理事 

2006 年 7 月－2010 年 7 月 国際社会学会合理的選択部会長  

2008 年 7 月 14 日－現在  日本社会学会世界社会学会議組織委員  

2009 年 12 月－2012 年 11 月 日本社会学会国際化戦略特別委員会委員 

2010 年 1 月－現在 Editorial board, British Journal of Management  

2010 年 7 月－現在 国際社会学会合理的選択部会理事  

2010 年 7 月－現在 国際社会学会概念・用語分析部会副会長（アジア

担当）  

2010 年 8 月－2011 年 8 月 アメリカ社会学会「合理性と社会」部会最

優秀論文賞選考委員長  

2010 年 8 月－2011 年 8 月 アメリカ社会学会「合理性と社会」部会評

議員  

2010 年 9 月 日本行動計量学会第 38 回大会企画委員  

2011 年 3 月－現在 Editorial board, Bangladesh Sociological Studies  

2011 年 8 月－2012 年 8 月 アメリカ社会学会「合理性と社会」部会長  

2012 年 3 月－現在 International advisory board, The Journal of Asian and 

African Studies 

2012 年 8 月－現在 アメリカ社会学会「合理性と社会」部会評議員  

2012 年 11 月－現在 日本社会学会理事  

2012 年 11 月－現在 Deputy Editor, International Journal of Japanese 

Sociology 

2013 年 3 月－現在 Editorial board, International Sociology 

2013 年 3 月－現在 Editorial board, Contemporary Japan 

2013 年 7 月－現在 東北社会学会理事  

木村邦博 

2007 年 10 月－2011 年 9 月 日本教育社会学会編集委員  

2009 年 4 月－2015 年 3 月 日本行動計量学会欧文機関誌編集委員  

2009 年 7 月－2011 年 7 月 東北社会学会理事  
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2012 年 4 月－2015 年 3 月 日本行動計量学会広報委員会委員  

2013 年 9 月－2014 年 9 月 日本行動計量学会第 42 回大会実行委員長  

浜田宏 

2009 年 4 月－2011 年 3 月 数理社会学会理事（研究理事）  

2010 年 4 月－2012 年 3 月 日本社会学会編集委員会専門委員  

2011 年 4 月―2013 年 3 月 数理社会学会理事（『理論と方法』編集委

員会委員長）  

2011 年 4 月―2013 年 3 月 数理社会学会研究活動委員  

2015 年 4 月－2017 年 3 月 数理社会学会理事（会計理事） 

永吉希久子  

2012 年 4 月―2012 年 3 月 日本社会学会選挙管理委員  

2013 年 4 月―現在 社会調査士協会選挙管理委員  

2015 年 4 月―現在 数理社会学会編集委員  

2015 年 4 月―現在 東北社会学会理事（開催校）  

 

Ⅶ 教員の教育活動 

（１）学内授業担当（2015 年度） 

１ 大学院授業担当 

教授 佐藤嘉倫 

数理行動科学研究演習 I 「社会秩序の自己組織化とエージェント・ベ

ースト・モデル」 

数理行動科学研究演習 II 「エージェント・ベースト・モデルによる自

己組織性の解明」  

社会行動科学特論 I 「リスクと防災の社会学」  

計量行動科学特論 II「格差・不平等・リスクの社会学」  

計量行動科学研究演習 V（松崎瑠美助教と共同開講） 「リスクと社会

的不平等」  

課題研究（行動科学） 

教授 木村邦博 

計量行動科学研究演習 I 「「家族構造と子ども」の計量分析」  

計量行動科学研究演習 II 「社会調査法への認知科学的アプローチ」  

課題研究（行動科学） 
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准教授 浜田宏 

社会行動科学特論 I 「数理社会学と確率論」  

数理行動科学研究演習 III 「社会学の理論と実証」 

数理行動科学研究演習 IV 「Mathematica による数理社会学」 

課題研究（行動科学）  

  准教授 永吉希久子  

    計量行動科学研究演習 III「行動科学の基礎概念」 

    計量行動科学研究演習 IV「行動科学の計量分析」 

課題研究（行動科学）  

 

２ 学部授業担当 

教授 佐藤嘉倫 

行動科学概論 「ミクロ-マクロ問題入門」 

行動科学概論 「ゲーム理論入門」 

行動科学演習 「社会秩序の自己組織化とエージェント・ベースト・

モデル」 

行動科学演習 「エージェント・ベースト・モデルによる自己組織性

の解明」  

行動科学各論 「リスクと防災の社会学」  

行動科学各論 「格差・不平等・リスクの社会学」  

人文社会序論（浜田宏准教授と共同開講） 「行動科学で解き明かす

社会」 

教授 木村邦博 

行動科学概論 「社会調査の基礎」 

行動科学概論 「社会調査の実際」  

人文統計学 「統計学の基礎」  

人文統計学 「推測統計と多変量解析の基礎」  

准教授 浜田宏 

行動科学基礎演習 「実例で学ぶ行動科学」  

行動科学基礎演習 「行動科学の基礎：数理・計量社会学」  

行動科学演習 「社会学の理論と実証」  

行動科学演習 「Mathematica による数理社会学」  
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行動科学各論 「数理社会学と確率」  

人文社会序論（佐藤嘉倫教授と共同開講） 「行動科学で解き明かす

社会」 

准教授 永吉希久子  

    行動科学演習 「社会意識」 

    行動科学演習 「行動科学の計量」 

     行動科学基礎実習 「社会調査演」  

     行動科学基礎実習 「多変量解」  

    英文原書講読  

 

３ 共通科目・全学科目授業担当 

准教授 永吉希久子 

基礎ゼミ 「街を歩く、見る、書く―街歩きからの行動科学」 

 

（２）他大学への出講（2010～2015 年 5 月 20 日） 

佐藤嘉倫  

2007 年 4 月－2012 年 9 月 放送大学  

2010 年 12 月 名古屋大学非常勤講師  

2011 年 5 月－6 月 インドネシア大学大学院客員教授  

2012 年 10 月 20 日 学都仙台コンソーシアム 復興大学 「復興の社

会学」「人はなぜ援助するのか―人々を災害ボランティアに駆り立

てたもの」（オムニバス授業）  

2013 年 4 月－現在 統計数理研究所客員教授  

2013 年 10 月 19 日 学都仙台コンソーシアム 復興大学 「復興の社

会学」「人はなぜ援助するのか―人々を災害ボランティアに駆り立

てたもの」（オムニバス授業）  

2014 年 11 月 15 日 学都仙台コンソーシアム 復興大学 「復興の社

会学」「人はなぜ援助するのか―人々を災害ボランティアに駆り立

てたもの」（オムニバス授業）  

2015 年 5 月 フランス国立社会科学高等研究院日仏財団客員教授 

木村邦博  

2012 年 11 月 24 日 学都仙台コンソーシアム 復興大学 「復興の社
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会学」「復興政策形成の現状と可能性―政治・行政・社会運動―」（オ

ムニバス授業）  

2015 年 4 月－8 月 宮城大学事業構想学部 社会科学総論  

浜田宏 

2010 年 8 月 大阪大学大学院「数理社会学特講」  

2012 年 12 月 1 日 学都仙台コンソーシアム 復興大学 「復興の社会

学」 「優先的に住むのは誰か－仮設住宅の配分を巡る効率と公正－」

（オムニバス授業）  

2013 年 12 月 20 日 学都仙台コンソーシアム 復興大学 「復興の社

会学」 「復興支援におけるマッチング問題」（オムニバス授業）  

永吉希久子  

2011 年 10 月 津田塾大学「Japanese Society」（オムニバス授業）  

2015 年 9 月― 東北学院大学「統計的指向の基礎」 

川嶋伸佳（2012.4～） 

    2012 年 4 月－現在 東北文化学園大学「人格心理学」  

    2012 年 9 月－現在 東北文化学園大学「社会心理学」  

2013 年 4 月－現在 放送大学宮城学習センター「初歩からのパソコン」 

大井慈郎（2015.4～）  

  2015 年 4 月－現在 山形県立米沢女子短期大学「現代社会論」  
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